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春、学生食堂からの桜風景は地i或の風物詩となり、満開の時期には学外からも多<の方が訪れます。

人工芝のグラウンドや体育館では学生が一生懸昴クラブ活動に励んでいます。

秋には瀬戸内の小島と工場地帯の中に美しい夕陽が沈みます。

徳山大学から見ることのできる心なごます風景です。           (撮 影 :中村道陽)
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徳山大学から望む秋の夕景
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平
成

２６
年
評
議
員
会

開
催
さ
れ
る

平
成
２６
年
度
評
議
員
会
が
６
月
２８
日
周
南
市
内
の
ホ

テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
國
廣
会
長
よ
り
、
理
事
会
報
告
と
し
て
大
学
の

現
況
に
つ
い
て
学
生
数
や
財
務
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
留
学
生

へ
の
対
応
に
お

い
て
特
に
就
職
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い

る
こ
と
な
ど
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
平
成
２５
年
度
事
業
報
告

。
決
算
報
告
、
平

成
２６
年
度
事
業
計
画

・
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
評
議
員
会
終
了
後
、
岡
野
学
長
よ
り

大
学
の
最
近
の
教
育
に
お
け
る
取
組
や
、
状
況
に
つ
い

て
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
入
試
室
長
村
瀬

氏
よ
り
入
試
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
、
大
学
か
ら
の
教
職
員
を

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
と
き
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
１．
月
２９
日
鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ
ル

・
レ
ク

ス
ト
ン
鹿
児
島
に
お
い
て
卒
業
生
有
志
に
よ
る
、
初
め

て
の
鹿
児
島
で
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
宝
富
元
さ
ん

（７
期
卒
）
の
働
き
掛
け

で
行
わ
れ
、
県
内
よ
り
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
大
学
か
ら
は
三
宅
剛
学
生
支
援
セ
ン
タ

ー
長
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互
い
に
発
対
面
で

あ
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
同
窓
会
は
参
加
者
の
話
し

合
い
に
よ
り
徳
山
大
学
桜
島
会
と

命
名
さ
れ
、
今
年
の
９
月
に
は
第

２
回
日
の
会
合
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
内
在
住
の
方
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

山
口
県
豪
雨
災
害
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

平
成
２６
年
３
月
９
日

「
フ
オ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
元
気
で
す

２
０
１
４
」
が
周
南
市
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
約
四

五
〇
名
の
聴
衆
が
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
校
友
会
が
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
開

催
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
は
山
口
県
豪
雨
災
害
復
興

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
卒
業
生
で
宇
部
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
永
谷
青
空
さ
ん

（２７
期
卒
）
を
中
心
と
し
た
バ

ン
ド
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
名
曲
が

つ
づ
ら
れ
、
聴
衆
も
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
内
で
の
募
金
と
入
場
料

。
広
告
な
ど
の
収
益

の
中
か
ら
十
六
万
九
千
七
百
九
十
二
円
が
山
口
市
役
所

へ
寄

付
さ
れ
、
井
上
幹
事
長
よ
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
に
お
け
る
第
１
回
同
窓
会

開
催
さ
れ
る
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2015年:3月 20日

【徳山大学のいまの教育取組】

I。 実施の目的

海外就業体験プログラム (台湾)とアクティブラーニング

経済学部 教授 紙矢健治
実施期間 2014年 9月 7日 ～13日

今回 4回目を迎える海外就業体験プログラム (台湾)は、本学が推進する「アクティブ・ラーニング (AL)の「サービス・

ラーニング」の一環です。また、今回は、新たに「地域課題解決型授業 (PBL)」 として、株式会社西京銀行地域連携部の協力

を得て、周南市を中心とする山口県内の事業所の産品を台湾に販売する試みを行いました。同行は今年度、山口県から「地域

人づくり処遇改善支援事業」を受話し、山口県の地域資源の販路開拓の持続的実施に向けた研修交流事業を進めるにあたって、

台湾でのプログラムを担当する紙矢教員に同受託授業のアドバイザー就任を依頼し、具体的に同行のネットワークを通じて地

域課題を把握し、担当教員の教育シーズや海外ネットワークを連携させ、参加学生が海外セールスの実践を学ぶ内容としまし

た。なお、本学と西京銀行は、すでに包括的な連携協定を締結しており、今回の連携もこの協定に基づくものとして実施した

ものです。

前出の「アクテイブ・ラーニング (AL)」 とは、従来の「座学」ではなく、教室 。大学を出て、国内外で行う実践型学修プ

ログラムです。徳山大学では、「EQ」「教養ゼミ」「地域ゼミ」「専門ゼミ」に加え、この海外就業体験プログラムをはじめ、

「外国語学修プログラム (Total―immersion program in Australia)」 、「海外交換留学プログラム (台湾・韓国)」 などを実施 し

ています。本学では、「外国語学習プログラム」を「OSP(A)」 (Oversea Study Program)、 「海外就業体験プログラム」は

「OSP(B)」 に分類し、正式課目として 2～ 4単位を認定しています。旅行費用については教務部予算による補助を行い、参

加学生の負担を可能な範囲で軽減する措置をとっています。

今回の海外就業体験プログラムでは、(1)山 口県空港セールスアクション、

(2)山口県産品販売アクション、(3)山口県インバウンド誘致アクション、

(4)山口県企業・台湾企業間アテンドアクションを行いました。訪問先は

遠東航空本社を合む 14か所にもおよび、大変充実した内容となり、教育機

関が実施する教育プログラムとしては、地元課題解決のための具体的成果が

複数得られました。

このことが「アクティブ・ラーニング」の大きな意義と言えるでしょう。

(写真 1遠東航空本社での筆者フレゼン)

金融機関と共同により県内の同行の中小企業を中心とする顧客様の具体

的ニーズを本学教員のシーズを通じて応える、それをトップセールスを

見る研修として参加学生に体験させることができました。これまでの

「参観」型研修を「能動 。実践」型研修に切り替えられたことは産学連

携の大きな成果であったと言えます。
(写真2遠東航空本社前での記念撮影 )

OSP(B)と しての前期 。後期一年間の実施であるので、引き続き西京銀行地域連携部の協力を得ながら、事前授業を通じて、

地域課題としての県内中小企業のいくつかの具体的ニーズをターゲットとして、学生の能動的参加→課題解決の方策の立案→実

施の順序で実施していきたいと思います。学生にどこへ行ってもすぐ課題把握→解決の能力を身に着けさせられるようにと願っ

ています。

Ⅱ.アクティブラーニング(AL)の重要な役割を持つ「海外就業体験」

Ⅲ。実施内容について

Ⅳ今回の成果について

V今後の展開について
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今 は矢口財館 の教 宜 とな って い ます

が 、省時学生 の襲 いの場 で した。

やかんにお茶が入れてあ り、食券 をおばさんが販売 し、口喫煙 OKの 食曳で した。
昼 には長 い行列ができていました。

毎年 6月 に ミニ大学祭 と して新 入■ t学生 生 活 に慣 れ てき
た この時期 に野外 ステー ジ を中4に 開 催 され て い ま した。
短 人 と合周 で の ミス コンテス ト企 画 七人 い に盛 り上が りま

した。

山 口か ら萩 まで の街 道 、約 35キ ロを学生

教 職 員有 え で踏破 して い ま した。

写真下 は佐 々工公 民館 前 で午後 のス ター ト

前 の集合 写真 。

懐 か しい顔 が い くつ t。
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1

先生|の本学での簡単なプ機フィ■ルをお願しヽします。

兼重宗和 先生

-1期生として徳山大学を卒業後に、大学院へ進学してその後 1977年に本学に
助手として入職し以来、本学一筋に学生の指導を続けています。

―あの当時はよく学生と勉強会で九州などにも出かけていました。今でいうところの

フィールドワークを良く行っていました。
そんな学生との交流が懐かしく思い出されます。

.| .| .   . .  ・    | _  _. |        . |__  | |_   . ‐ ‐      .  ‐    ― .  | _

…      .  ・   ‐        |・   ‐
  |.| _        . .        _|  |  ‐    |‐    _ | .  

―       .

―あの当時は個性をもつた学生が多かつたですね。最近は教職に就く学生が増えて嬉
しいですね。

一卒業生がスし振りに訪ねてきて<れることや、学校訪間をした際に教員で活躍して
いる卒業生に会うと、自分もまだまだ頑張ろうという気持ち|こなります。

これからも全力で大学生に向かつていきたいと目つています。

―ありがとうございました一

佐藤英雄 先生

斃豊綽轟撃督り簡単なプ購響ィール警為辣 むヽな譲字 .

-1975年に徳山大学に事務職員として採用されて、学生募集活動など行つていました。
翌年、教員採用となり授業の他にも、学生主事として永<学生相談業務も担当してき
ました。

援糞辣攀でま轟さきが‡すのM等 纏み警されてしヽました。
一教養ゼミでの実践教育活動 (今も継続中)は当時としては非常に珍しい授業で地域課
題に学生自らが取り組むといつた内容で、具体的には独居老人宅訪間、小学校の留守
家庭学級のサポート、福祉施設の訪間、全盲の方を講師にお迎えしての講演会など行
つていました。

嫁絋電機鼈鰊ダ赴(畿蒻籍瀧院です写、1成スヶットボール諄 i違っ簸ヽてぉ朦mヽし譲す。
―創部当時は、頑張つてはいたが男子がなかなか強くなれなかつた。
女子は短大で創部して2年目で全日本に出場し、あの当時関東のOBの海
が応援に来て下さつたことも覚えています。これまで男子10回女子17回
インカレ出場できたことは誇りに思つています。来年男子には高校時代の

全日本クラスの学生が加入しますので、もう一花咲かそうと意気込んでい
ます。

こ

't複

難攣攘呼遮られ議:れてξチ,お:よ 1輝 :糠 t`亀.察す。
―クラブの他にもオリゼミや維新の道など通しての学生とのふれあいは忘れ
られない思い出です。 実践教育活動の様子

熙繭願饉■口■目■

今年倉」立45年となる徳山大学には、多<の先生方がいらっしゃいますが、革創期を知る先生
方はその中の5分の 1程度の方です。あと5年以内にはこれらの先生方も定年退職となり、総て
の先生が入れ替わる時期を迎えます。ここでは、革創期を知るおふたりの先生に当時の思い出と

今の思いをお伺いしました。

事

／

壼
Ｎな．二

卒業生の人も私たちがいるうちに 1度大学を訪ねてみてください。
―ありがとうございました一

鰈鰺屁匿躊隕魃塚瑕鰺塚塚 2015年 3月 20日

地歴研究会の
メンバーと



平
成
２６
年
度
入
学
式
挙
行
さ
れ
る

平
成
２６
年
度
入
学
式
が
４
月
２
日
本
学
記
念
館
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
経
済
学
部

・
福
祉
情
報
学
部
合
わ
せ
て
２
３
３

名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
式
で
は
学
長
か
ら

「自
己
実

現
に
向
け
、
貧
欲
か
つ
積
極
的
に
学
生
生
活
を
送

つ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
経
済
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
学
科
中
野

明
日
佳
さ
ん
よ
り

「社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
力
を
養
い
学

生
生
活
を
送
り
ま
す
。
」

と
宣
誓
が
さ
れ
ま
し
た
。
入
学
式
終
了
後
、
校
友
会
協
賛
に

よ
る
新
入
生
歓
迎
の
桜
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
学
生
食
堂
で
の
お
茶
会
ま
た
、
学
生
食
堂
前
広
場
で

は
協
力
店
会
の
新
生
活
向
け
出
店
や
、
餅
ま
き
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
補
助
事
業

大
学
教
育
再
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
採
択

～
全
国
９４
校
の
応
募
よ
り
選
ば
れ
る
～

一
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ

（澪
二
く
ｏ
［
８
日
〓
”
¨
Ａ
Ｌ
）
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
よ
う
か
？

教
員
が
学
生
に
対
し

一
方
的
に
知
識
を
伝
達
す
る
旧
来
の
講
義

ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
り
、
学
生
か
ら
質
問
を
引
き
出
し
、
学
生

の
能
動
的
学
習
を
取
り
込
ん
だ
学
び
の
形
態
を
総
称
し
て
Ａ
Ｌ

と
呼
び
ま
す
。

「教
員
が
何
を
教
え
た
か
」
で
は
な
く

「学
生
が
何
を
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
か
」
を
基
準
と
す
る

「学
習
者
中
心
の
新
し
い
大
学
教
育
」
が
今
、
注
目
を
浴
び
て

い
る
の
で
す
。

現
代
は
、
社
会
の
仕
組
み

。
価
値
観
が
大
き
く
変
容
す
る
時

代
で
す
。

こ
の
変
化
の
時
代
を
生
き
抜
き
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
人
材

に
は
、
画

一
的
な
知
識
で
は
な
く
、
処
々
の
事
態
に
遭
遇
し
て

主
体
的
に
考
え
、
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題
を
発
見
し
解
決
し
て

い
く
能
力
、
そ
し
て
、
生
涯
学
び
続
け
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
今
年
度
、
総
額
ｌｏ
億
円

（平
成
２６
年
度
予

算
）
か
ら
な
る
新
た
な
補
助
事
業

「大
学
教
育
再
生
加
速
プ

ロ

が／
うノ
たハ
」　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ＰＯ
『
”
一
Ｈ０
０
　
「
『
０
”
■
”一８
　
「
Ｏ
ヽ
　
Ｃ
●
ュく
のヽ
∽
」一
≪
・
］
ヽ
“

８
〓
ｏ
●
力
①
げ
宝
Ｅ
す
”
一宅
）
を
創
設
し
、

「ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」

を
含
む
三
つ
の
テ
ー

マ
の
教
育
改
革
の
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
ま

し
た
。
特
に

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」

は
、
採
択
件
数
９
件
を
９４
校
が
競
う
最
激
戦
区
で
し
た
が
、
本

学
は
こ
の
テ
ー

マ
に
応
募
し

「採
択
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
ｃ
こ
れ
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
平
成
３０
年
度
ま
で
の
５

年
間
、
総
額
約
７
０
０
０
万
円
の
補
助
金
を
受
け
、
Ａ
Ｌ
を
中

心
と
す
る
大
学
改
革
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
本
学
は
、
全
国
の
諸
大
学
の
中
か
ら

「ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
推
進
の
パ
イ
ロ
ツ
ト
校
」

（九

校
）
の

一
つ
と
し
て
、
文
科
省
の
お
墨
付
き
を
頂
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
学
で
は
様
々
な
Ａ
Ｌ
手
法
を
授
業

へ
取
り
込

む
授
業
計
画
の
作
成
、
新
た
な
手
法
の
開
発
と
活
用
、
そ
れ

ら
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
た
学
習
成
果
の
測
定
、
更
に
そ
の
測

定
結
果
に
基
づ
く
手
法
の
改
善
と
い
う
『
∪
の
＞

（コ
Ｂ

（計
画
）

こ
ｏ
（実
行
）

。
３
ｏ
・
庁
（評
価
）

・
＞
ｏ
一
（改
善
）
を
全
額

的
に
推
進
し
て
い
く
改
革
が
、
今
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
人
夢
の
み
ず
う
み
村
　
理
事
長

藤
原
　
茂
氏
に
、

「住
み
慣
れ
た
地
域
で

「自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
」
を
支
援
す
る
～
夢
の
み
ず
う
み
村
の
挑
戦
～
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
高
齢
者
が

「自
分
ら
し
く
生
き
る
」
た
め

に
は
、

「自
分
の
意
思
を
持
ち
、
実
践
す
る
」
こ
と
が
何
よ

り
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
支
援
を
様
々
な
仕
方
で
工
夫

す
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肝
心
な
こ
と
は
、

自
分
の
意
思
が
持
て
る
よ
う
に
、
そ
の
人
に
と

っ
て
の

「感
激
の
素
」
を
発
見
し
振
り
か
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
支
援
の
み
な
ら
ず
、
教
育
現
場
で
も
、　
一
般
企
業
で

も
適
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

な
お
、
こ
の
講
演
会
は
、
文
部
科
学
省
が
主
催
す
る

「教

育

。
文
化
週
間
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
開
催
し
、
山

口
県
か
ら
補
助
金
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

徳山大学校友会会誌とくだい第39号 魃隧鰺録躙隋



硬
式
野
球
部
秋
季
中
国
リ
ー
グ
優
勝

代
表
決
定
戦
を
制
し
全
国
大
会
へ
出
場

硬
式
野
球
部
が
中
国
リ
ー
グ
で
優
勝
を
果
た
し
、
１０
月

２５
日
に

松
山
で
行
わ
れ
た
中
四
国
地
区
の
代
表
決
定
戦
に
臨
み
ま
し
た
ｃ

こ
の
ゲ
ー
ム
は
四
国
リ
ー
グ
と
広
島
六
大
学
の
代
表
と
の
三

地
区
代
表
で
行
わ
れ
、
２
勝
し
た
チ
ー
ム
が
明
治
神
宮
野
球
大

会

ヘ
コ
マ
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
す
ｃ
試
合
は
初
戦
広
島
国

際
学
院
大
学
に
６
対
２
で
勝
利
、
続
く
第
２
試
合
愛
媛
大
学
戦

も
２
対
１
で
勝
利
を
収
め
、
見
事
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
呆
た

し
ま
し
た
。
全
国
大
会

へ
行
く
直
前
、
主
将
の
高
木
達
也
君

（

経
済
学
部
３
年
久
留
米
学
園
出
身
）
に
話
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
、

「チ
ー
ム
が
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
て
、
い
い
状
態
に
あ
る
と
思

い
ま
す
」
「主
将
と
し
て
常
に
ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
ブ
レ
イ
を
お
ろ

そ
か
に
し
な
い
よ
う
、
ま
た
選
手
全
員
が
納
得
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
」
「
こ
れ
ま
で
野
球
を
や

つ
て
き
て
全
国
大
会

ヘ

の
出
場
経
験
は
初
め
て
な
の
で
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
て
良
か

っ
た
と
心
か
ら
思

っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
ｃ

と
て
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
爽
や
か
さ
が
あ
り
、
且

つ
芯
の

あ
る
学
生
さ
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
Ｈ
月
・５
日
明
治
神
宮
野
球
場
で
明
治
大
学
と

対
戦
し
、
０
対
９
で
敗
れ
ま
し
た
。
点
差
は
離
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
力
で
戦

っ
た
本
学
野
球
部
の
健
闘
を
讃
え
る
と
共
に
、
こ
の

経
験
を
糧
と
し
て
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。応

援
に
か
け

つ
け
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
ご
声
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｃ

ポ
ブ
ラ
茶
が
Ｈ
月
１
日

・
２
日
行
わ
れ
、
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
現
役
学
生
と
ジ

ヨ
イ
ン
ト
で
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

本
学
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
当
時
全
国
大
会

へ
出
場
し
た
方

や
、
今
も
現
役
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ヤ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

も
多
数
お
ら
れ
、
現
役
学
生
に
は
勉
強
の
場
と
も
な
り
、
Ｏ
Ｂ
に

と

っ
て
は
久
し
ぶ
り
の
大
学
で
の
演
奏
を
通
し
て
の
旧
交
を
温
め

る
場
と
し
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
息
の
合

っ
た
と
て
も

素
晴
ら
し
演
奏
に
観
客
も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
ｃ

記念館での吹奏楽演奏

なったグラウンド

.ていました。

高橋真梨子さんを大学

ンド特設野外ステージに多く

主将の高木君

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

＾^
花
燃
ゆ
）。
で
長
州
が
注
目
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
学
内
に
は
平
成
２
年
大
学
創
立

２。

周
年
を
記
念
し
て
、
創
立
者
高
村
坂
彦
先
生
の
銅
像
と
そ
の
そ

ば
に
松
下
村
塾
の
模
築
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
松
下
村
塾
模
築

は
萩
に
あ
る
も
の
の
原
寸
大
で
、
高
村
先
生
が
吉
田
松
陰
を
尊

敬
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
教
育
姿
勢
方
針
で
あ
る

「魂
の
教
育
」

を
後
世
に
残
す
た
め
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
学
内
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
時
々
講
義
で
使
用
さ
れ
た
り
、
一
般
の

方
に
も
勉
強
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
模
築
の
前
に
立

つ
と
、
松
陰
の
言
葉
に
も
じ
つ
て
、
「徳
山
大
学
小
な
り
と
雖

も
誓

つ
て
日
本
の
大
学
の
モ
デ
ル
と
な
ら
ん
」
と
言
わ
れ
て
い

た
創
立
者
の
思
い
が
今
も
響
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

大学祭あの日あの時 000

【
ト

ビ

ツ
タ

ス

】

大
学
内
に
あ
る
松
下
村
塾
模
築

鰈躊颯塚鰈閻颯塚躊靡躙隋 2015年3月 20日

ポ
プ
ラ
祭
で
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
演
奏
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―絞友会‡こお寄せ々ヽただヽヽた藤榎りをご紹介します―

¬期 下松市在住  武居 政修さん
第38号懐かしのキャンパスとても当時を用い出し、なつかし<また、心新たになりました。ポプラ祭の後仮装行列があり徳山
の市内を練り歩いた事を思い出します。今年はぜひポプラ祭へ行つてみます。よろしく

司¬期 三原市在住 真鍋 重夫さん
毎回、校反会言志を送付頂きありがとうございます。

第」期生の方は、すでに還暦を過ぎていると聞くと本当に長い歴史を感じさせられますね。

今後も益々の徳大生及びOBの活躍を期待しています。

可3期  広島市在住 新谷 宏治さん
事務局・編集スタッフの方いつも校反会言志の作成ご苦労様です。
私は、しばらく徳山に行つていませんが、街も人も変化しているのではないかと思つています。学生時代お世話になつた先生も

定年退職され多少寂しい用いもありますが、その分、私も年齢を重ねてきた分、自分自身しつかりしていかな<てはと闇ってい
ます。これからも微力ではありますが、頑張っていきたいと思っていますので、これからもよろし<お願いいたします。

司3期  山口市在住 中塚 誠さん
徳山大学校反会言志が届くのを楽しみにしており、届いたら隅から隅まで楽し<読ませて頂いております。私は13期生ですが、
先生方や先輩万また後輩達の活躍さえている状況を知ると大変嬉しいです。こんなに沢山の方々が活躍されている大学に入り卒

業出来た事は心から誇りに思います。これからも、もつと活躍される方が沢山出ると思うし、益々大学が発展し、今以上に有名

になる事を心の底からいつも祈つております。この度の、と<だい第38号で昭和51年頃の大学正門や城ケ丘寮 。楠寮の写真
を見ると私が通つていた頃の事を沢山思い出し、懐かしく涙が出ました。

本当に徳山大学に行ってよかったです。母校徳山大学最高。 徳山大学バンザイです |!|

20期 ネ申戸市在住 宮武 真樹さん
いつも会報を楽しみに読ませていただいております。私は20期生ですが、大学4年間出身地を離れて大学生活を過ごした事
をいつも懐かし<思いながら読んでおります。当時の学食の内容などが載つていると特に懐かし<思つております。
私もちょうど先日4月 1日で大学卒業、就職して20年が経ちました。これからも徳山大学の発展をお祈り申し上げます。

:

:

:

:

:

,

1

1

,

|

:

:

|
:

|

I

|

|

1

|

|

:

:

●

23期  広島市在住 前田 享さん
今回初めてしつかり読みました。表紙の桜の写真が懐かし<相変わら
ずきれいでしたよ。河村さんや長澤先生といった有名な方もいらっしゃ
ると矢□り、驚きました。また徳山を訪れた<なりました。

31期 呉市在住 猪野 龍介さん
坂本先生退職の知らせに驚き、時の流れの早さを改めて痛感しました。
在学中坂本先生には大変お世話になり、ユニークな講義をいつも楽しみ

にしておりました。この場を借りて改めて御世話になりましたこと御礼
申し上げます。

脇田このみさん

(38期卒)

《プレゼントコーナー》～山口県名産品～

馘
額 :

1々 i

①猥祭 純米大吟醸 磨き2割 3分 0001名様
日本を代表する銘柄となった岩国の日本酒です。

②原田 特別純米酒 西都の雫・・・ 2名様
地元徳山の酒蔵のお)酉です。

③杉本利平衛本店蒲鉾セット・・ 03名様
宮内庁御用の白銀を含めた蒲鉾のセットです。

希望商品、氏名、年齢、住所、電話番号、会
誌へのご意見 。ご感想をお書き添えの上、

回躍箋麗蜜回
T745-8566
山口県周南市学園台 徳山大学校友会

□弼■目Z厖誕轟
議oじ yttka10tokじ yaltta― o.ac.lo

ご送付 くだ さい。

※ご意見 。ご感想は、誌上・ HP上で掲載される
ことがありますので、予めご了承ください。
また、個人情報については、事務連絡のみに使
用させていただきます。

額
を̈

壁

鼈
β :

る
・

一編集スタ ッフー

企画広報部長 野村哲也 (20期) 中村道陽 (11期 )
藤田美恵 (事務局)

印刷・デザイン 東洋印刷  協力 徳山大学

徳山大学校友会会誌とくだい第39号 20 1目■ :

轟箕後■‐諄三.

校友会誌を楽しみにしていただいているという声を聞

ても励みとなっています。

‡豊

襲
嗣
翻
嗣
銀
≫
監
翻
解
乱
群

倉光宏嘉さん
(15期卒)

き と


